


















所蔵以前の来歴は不明だが、 『華厳文義要決』の巻末に「信」の朱印があり、その印は、小川睦之輔所蔵の『華厳音義（新訳華厳経音義私記） 』と同じで、東大寺所蔵華厳関係の古書に存するものである。また、首尾に「古経堂蔵」 「徹定珍蔵」の朱印があるため、もとは、鵜飼徹定所蔵であったこと 知られる。楮紙十八枚を継ぎ合わせた巻子本で、縦八寸八分、全長二十九尺八寸二分であったという。




































































































































































































































































縁和合によって生じ、因縁がなくなると消滅するもの が実体のないものであることを譬えたもので、幻・陽焔・夢・水月・響・空華・像・光影・変化事・尋香城の十種（ 『大般若経』巻第一）である。ここでは仏と衆生の感応道交のさまを、天上の月が地上の水に現ずるこ に譬えており、天台宗の教義書である『法華玄義』による表現と思われる。
56行にも類似の表現が見られる。 （拙稿「水の中の月─『東大寺諷誦文稿』における






































































を切られ、 武王に献じてまた右足を切られ、 文王の時にやっと宝玉であることを分かってもらったという（ 『蒙求』巻第二など） 。
５寶
　
















































































































































































←①堪へ〔ザラム〕人ハ、十六无尽蔵（八万尓□物）ニ一銭ヲ入レヨ。 〔无〕クバ、 （一銭〔无〕キ人ハ） 『无者』掌ヲ合セヨ。香无クバ、菩心ヲ発セ。□□、供具无クバ三業ノ礼 翹
クハダ
テヨ。身ヲ以テ礼セヨ。口ヲ以テ讃ゼヨ。
























毎朝膝を抱えて嘆いても、貧しさは変わらないだろう。 （毎夕嘆いても） 、頬づえを突いて嘆いていても、何の利益もない。①→「淵から魚をのぞいて羨んでいるよりも、淵から退いて網を作れ」という故事のように、自分に財がなければ、隣の財を数えて羨むのではなく、富の貪りに替えて、自分の持てる財を布施せよ。財無きものは、十六無尽蔵に一銭でも寄進せよ。一銭も無き者は ただ合掌せよ。奉る香がなければ、菩提心をおこせ。供具がなければ、三業（身口意）の礼をつとめよ。身を以て礼せよ。口を以て讃ぜよ。意を以て念ぜよ。供具を奉ること できなければ、仏法僧を礼拝せよ。②→これを無価珎と名づく。諸仏（欠字）讃。③→世間に（欠字）有る時には少しの福を受け、大きな財を得ることができた時には、大きな福を受ける。農
期に農夫が終日働いて、やっと一日分の収穫を得る。猟師が夜通し働いて、やっと少しの獲物を得る 金を得るにはさらに、精神を費やし肉体の筋を砕く 大きな福利 得ようと願った人は 斧の柄 朽ちるほどの長い時間がかかったのではないだろうか。【語注】 （８行～
15行）
８餝ル






































例、 すべて「无」 「不」 「未 を伴って使用されている。 『訓点語辞典』 （東京堂出版）によると、 「かつて…打消」の表現は、奈良時代から認められる表現で、平安時代には専ら訓点資料に認められるという。10〔淵ニ臨ミテ〕
　
中田書の補読。 「臨淵羨魚」は、羨むだけでは、欲しいものが手に入らないという故事。 「古






























































































































































































































































































































田書） 、 「 ｛生｝ 『未
不








































































































































































































































































































































































































































































こび） 」の意に取り、原文のままに訓む。 「暇無し」は漢語「無暇」の翻訳語と考えられる（内田賢徳「翻訳語の射程─古事記「心前」 萬葉集「無暇」─」 、 『萬葉』第二百十六号、二〇一三年十一月参照） 。35七寶
　


















386行） （拙稿「東大寺諷誦文稿の浄土」 （ 『成城文芸』第二一
九号、二〇一二年六月参照） 。36如来ノ境界ニ約テハ
　「如来ノ境界」は、如来の悟りの境地。 『東大寺諷誦文稿』では、 「約」を「限定する」
の意で「オキテ」と訓んでいる（中田書第二章第三節参照） 。 「ニ（格助詞）＋オキ（動詞連用形）＋テ（接続助詞） 」を複合の格助詞のように用いる「ニオキテ」は、 「～について、～にとって」の意。後に音便形「ニオイテ」が多くなる。37哀愍
　
あわれみ、いつくしむこと。
【翻刻】 （
38～
39行）
38　
摩納仙
人修道時
ニハ
　
七五
茎之蓮花
ヲ
奉燃燈仏
　
花天女
カ
修法時
ニハ
三牧金銭
ヲ
献
39　
毘波尸仏
　
以是今日旦主
【読み下し文】 （
38～
39行）
摩納仙
人ノ修道ノ時ニハ、七（五）茎ノ蓮花ヲ燃灯仏ニ奉リキ。花天女ガ修法ノ時ニハ、三枚ノ金銭ヲ毘波
尸仏ニ献リキ。是ヲ以テ、今日、旦主。
東大寺諷誦文稿注釈〔一〕
五九
【解説】 （
38～
39行）
摩納仙人と花天女の供養の例話を出し、その後、檀主の供養の話題に続いていくものと思われる。
【読み下し文】 （
38～
39行）
摩納仙人の修道の時には、七（五）茎 蓮花 燃灯仏に奉った。花天女の修法の時には、三枚の金銭を毘波尸
仏に献った。是を以て、今日、旦主は…。【語注】 （
38～
39行）
38麻納仙人
　
摩納仙人のこと。 「摩納」は若者の意で、 「儒童」とも訳される。釈迦牟尼仏の前生。燃灯仏の世、
摩納が仏を供養するために、七莖の蓮華をもつ王家の娘に、五百の銀銭で売ってもらおうとした。女ははじめ五茎の蓮華だけを渡したが、 後に二茎も渡した。燃灯仏は摩納が将来仏（釈迦牟尼仏）になると予言した。 「七茎」の横に「五」が傍書されているのは、その説話を示している。中田書出典調査参照。38燃灯仏
　
過去に現れた仏。前項参照。
38花天女
　
出典未見。
38三枚
　
原文「三牧」 。
239・
240行にも「一牧」とする。 「枚」を「牧」とするのは、一個人の誤字ではなく、広く
使用されたものらしい（中田書釈文注記参照） 。39毘波尸仏
　
釈尊以前にこの世にあらわれたという、過去七仏の第一の仏。
六〇
【翻刻】 （
40行）
40　
某仏
之平等大悲
ハ
　
不簡貴卑
云
　　
宿寶
王樹
云
　　
沙羅
樹
云
【読み下し文】 （
40行）
某仏
ノ平等大悲ハ、貴卑ヲ簡ビタマハズ
云
。
宿寶
王樹
云
。
沙羅
樹
云
。
【解説】 （
40行）
短文と語句の覚え書きのようである。【語注】 （
40行）
40宿寶王樹
　
不明。 「宝樹」は浄土の樹木。 「寶王樹に宿る」と読むか。
40沙羅樹
　
沙羅双樹。インド原産の喬木。釈迦の入滅の時に、一双ずつの八本の沙羅樹のうち、一双の一本ずつ
が枯れたという仏伝で知られている。本稿は、成城大学文芸学部特別研究助成による共同研究「日本における伝統と革新をめぐる総合的研究」の成
東大寺諷誦文稿注釈〔一〕
六一
果である。

